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演 題 ： 増殖因子シグナルによる
ES細胞の未分化性維持

幹細胞生物学セミナー

ES細胞は、多能性（三胚葉への分化能）を維持し、サイトカインLIF依存性に
自己複製する。このES細胞の自己複製は、培養条件と遺伝的背景（マウス系
統）に強く依存する。従来の血清条件下において、ES細胞の自己複製が可能な
系統とそうでない系統の存在が指摘されていたが、その原因は不明であった。
では、なぜ、129マウス系統に由来するES細胞は安定な自己複製ができるのだ
ろうか？
近年、無血清条件でGSK3とMAPKの両者の阻害剤を用いた無血清2i培養法が

確立され、この問題にアプローチすることが可能となった。我々は、ラボラト
リーマウスとして使用されているマウス系統から無血清2i培養法を用いてES細
胞を独自に樹立し、ES細胞のシグナル応答性についてマウス系統間で比較した。
そして129系統に由来するES細胞でのLIF応答性のパターンが、血清条件下での
ES細胞の安定な自己複製に必須であることを報告した。現在そのメカニズムに
ついて研究を進めており、本セミナーでは、我々のこれまでの知見を紹介し、
先生方のご批評を仰ぎたい。
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